
    

１０⽉ ほけんだより 
令和７年９⽉３１⽇ 

10⽉10⽇は「⽬の愛護デー」。⼦どもの⽬を守るには、感染症やけがだけでなく、「⾒え⽅
の異常」にも注意が必要です。この機会に異常のサインを知りましょう。  

 赤ちゃんの目は、生後すぐはぼんやりとしか見えていませんが、その後、1歳までの時期

は急速に「見る力」が発達します。３歳までには、多くの子どもが大人と同じ程度（視力

1.0）まで見えるようになります。見る力（視覚）はゆるやかに発達し、6歳ごろには大人と

同程度になります。 
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